
東北数学教存学会年報第43号2012年3 月31日

気仙沼市の観音寺算額について （Ｈ）

一算額から得られる中学校・高等弓徽 数学の問題－

宮城教育大学 数学教育講座　 萬　仲介

１。はじめに

宮城県気仙沼市の観嗇寺が所蔽している算額は宮城県内で現存する算額で二番日に古いも

のである（141 ）。 この算額の内容は、和算の問題を示してその解答を記すという算額本来の

ものではなく、「規矩術」に関するものである（［4 ］、L51 、【6D 。 しかしながら、そこに描

かれている色彩図を基に中学校･ 高等学校数学の問題を作成することができたので報告する。

この一部の問題はすでに公表している（【５】）が、ここでは他の問題と併せて示しそれらの解

答例をも示す。

２。色彩図

観音寺算額の一部分にある色彩図（下の（図１）は写真をトレースしたものであり、色彩

は省路してある）は、正方形の上に円、それらの上に正三角形、そして正Ｅ角形の上に二節

辺三角形が描かれている。

●

（図 １ ）
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正方形の他の図形と重なっていない部分が青色に彩色され、円の二つの三角形と重なってい

ない部分が金色に彩色され、正三μj形の二等辺三角形と重なっていない部分が朱色に彩色）

され、二等辺三角形が緑色に彩色されている。この図が何を表しているのか、この図がどの

ような問題に関わるのか、算額にはそれらを表す記述が明示されていない（［５］）。

私はこの（図１）から中学校・高等学佼の数学科としてどのような問題を考えることがで

きるかを試みることにした。現在の数学の立場として思いついたことは次の二つのことがら

である。すなわち

・正方形から二等辺三角形に至る圀t反の作図手順を確定する。

・図版およびその作図の過程から数学の問題を考える。

である。これら二つの事柄を中学校までの学習内容の範囲内でとらえようと思う。それは、

中学校または高等学校の教材とすることができないかを探るためでもある。

３。作図の手順

正方形から始めて涸に円、正三μj形、二等辺三角形をどのように作図すると（図１）のよ

うな図形が得られるのか、特に、三播目の正三角形をどのようにして確定させるかが問題で

ある。説明を明確にするために、注目する点にはＡ、Ｂ、Ｃ等と英字の大文字を添付すること

にする。下の（図２）を参照しながら説明する。

注意：以下１）～１７）の記述は［51 と同様であることを断っておく。

ﾉﾍ

Ｂ

(図 ２)
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１）一辺の長さが2a の正方形 ＡＢＣＤ を描く。

２）辺 ＣＤ の中点を Ｅ とする。

３）点 Ｄ を中心とし、半径 ＤＥ の円（円Ｄ という）を描く。このとき、円Ｄ の半径の長

さは ａ である。

４）直線 ＣＤ と円 Ｄ との交点で点 Ｅ と異なる交点をＦ とする。

５）直絲 ΛＤ と円Ｄ との交点で直線 ＣＤ に関して点 Ａ と反対側にある交点を Ｇ とする。

６）点Ｆ を中心とし、半径 ＦＤ の円（円Ｆ という）を描く。このとき、円Ｆ の半径の長

さは ａである。

７）円Ｄ と円Ｆ との交点で直線 ＣＤ に関して点 Ａ と反対側にある交点を Ｈ とする。

８）二点 Ｅ とＨ を結ぶ直線を描き、この直線と直線 ＡＤ との交点をＩ とする。点１は

二点 Ｄ と Ｇ の間にある（＊1）。

9）二点 Ｆ とＩ を結ぶ直線を描く。

１０）絲分 ＥＧ の中点 Ｊ を通り線分ＥＧ に乖直な直線（線分ＥＧ の垂直二等分絲）と直

線FI との交点を Ｋ とする。線分 ＥＧ の垂直二等分線は点Ｄ を通る。

１１）点 Ｋ を通り直線 ＡＤ に平行な直線を描く。この直線と直線 ＥＨ との交点を Ｌ とす

る。三つの線分IL 、ＬＫ、KI により正三角形ＩＬＫ が得られる。

１２）二点 Ｅ とＫ を結び、二点 Ｇ とＫ を結び、三つの線分ＥＫ、ＫＧ、ＧＥ を得る。こ

れにより二等辺三角形ＥＫＧ が得られる。

以上により、正方形 ＡＢＣＤ、円 Ｄ、正三角形ＩＬＫ、二等辺三角形 ＥＫＧ が得られた。

以下において必要となる次のような点、線分を定めておく

１３）直絲11L と直線 ＣＤ の交点を Ｍ とする。点 Ｍ は二点 Ｃ とＥ の間にある（＊２）。

１４）二点 Ｆ、Ｈ を結ぶ線分FH を描く。

１５）二点 Ｄ、Ｈ を結ぶ線分 ＤＨ を描く。

１６）的茜FI と線分 ＥＧ との交点を Ｐ とする（＊３）。

１７）点 Ｐ を通り直線 ＣＤ と直交する直線を描き、この直線と直線 ＣＤ との交点を Ｑ と

する。線分PQ を考える。（以前の表現を用いると、「点 Ｐ から直線 ＣＤ に垂線を下し、そ

の足を Ｑ とし、線分PQ を得る。」、となる。）

注意：（＊１）～（＊３）は次の４で取り扱われる。

４。作図の過程で確認すべき事柄

前述の作図のそれぞれの段階で砿認を要する事柄がある。それらを問題として提示し、そ

れらの解答例を添えることにした。もちろん､すべてを問題として示しているわけでもなく、

細かな確認事項は省略している。実際の授業においては、その指導過程の中での工夫におい

て､j助 口･省略が成されることになるであろう。以下においては､慣例に従って､線分 ΛＢ の

長さ（の値）を ＡＢ と表し、角 ＡＢＣ を ∠ＡＢＣ と記してその大きさ（のf直）を ∠ＡＢＣ と
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表すことにする。さらに、分数表示をZj/ Ｖ と表すことにする（ μ は分子、ｙ は分ほで

ある）。和算では 「勾股弦（鈎股弦、三平方の定理、ピタゴラスの定理）」が9血ﾌﾟJな手 段とし

て使用され、角の大きさの具体的な数表示は採用されないことを注意しておく。

（＊１）点Ｉ は二点 Ｄ と Ｇ の間にある。

（証明）弧ＦＧ は∠ＦＥＧ の内部にあり、点 Ｈ は弧 ＦＧ 上にあるから、点 Ｈ は∠ＦＥＧ

の内部にある。すなわち、点 Ｈ は∠ＤＥＧ の内部にある。よって、半直線 ＥＨ は線分ＤＧ

と Ｄ と Ｇ の間の点で交わる。したがって、点Ｉは二点 Ｄ と Ｇ の間にある、圖

（注1 ）「問にある」などの初節幾何学の基礎的概念は小平（［11］を割呪

【 問題１ １三つの三角形 ＦＤＩ 、ＦＨＩ 、ＥＤＩは互いに合同である。

（証明）三角形 ＦＤＩ と三角形 ＦＨＩ において、∠ＦＤＩ と∠ＦＨ:I は共に直角であるから、

三平方の定理によって

F12 ＝ ＦＤ２ 十D12　 、F12 ＝ ＦＨ２＋H12 、

そして、ＦＤ と ＦＨ は円 Ｆ の半径であるから ＦＤ ＝　ＦＨ が成り立っている。 これらの式

からD12 ＝H12 、 す なわちDI ＝HI が 成り立つことがわかる。したがって

直角三角形 ＦＤＩ と吐角三角形 ＦＨＩ は合同である

ことがわかる。

次に、三角形 ＦＤＩ と三角形 ＥＤＩ において、∠ＦＤＩ と∠ＥＤＩ は共に直角であるから、三平

方の定理によって

F12 ＝　ＦＤ２十D12　 、E12 ＝　ＥＤ２十D12 、

そ して、ＦＤ と ＥＤ は円 Ｄ の半径であるから ＦＤ ＝　ＥＤ が成 り立っている。これらの式

からF12 ＝E12 、す なわちFI ＝EI が成 り立つことがわかる。したがって

直角三角形 ＦＤＩ と直角三角形 ＥＤＩ は合同である

ことがわかる。

よって、三つの直角三角形 ＦＤＩ 、ＦＨＩ 、ＥＤＩ は互いに合同である。 圃

【 問題２ 】三角形 ＥＤＩ において ＥＩ：ＤＩ＝２：１ が成り立つことを示ヽtね

二つの証明を紹介する。

（証明１）最初に、三角形 ＥＨＬＦ において ∠ＥＨＦ が直角であることを指摘しておく。さ

て、問越１より、直角三角形 ＥＨＦ は互いに合同な三つの直角三角形 ＦＤＩ、ＦＨＩ、ＥＤＩ に
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分割されるから

（吐角三角形ＥＨＦ の而禎）＝３×（直角三角形 ＥＤＩ の面積）

すなわち

ＦＨＸＥＨ÷２ ＝　３×（ＤＩＸＥＤ÷２）

が成り立つ。ところで、ＦＨ ＝ ＦＤ ＝ ＥＤ であるから、上知ま

ＥＨ　＝　３ＸＤＩ

となる。さらに、ＥＨ　＝　EI十IH　＝EI 十HI　＝　EI十DI であるから

ＥＩ＋ＤＩ　＝　３ＸＤＩが成り立つ。すなわち、EI　＝2XDI が成り立つことがわかる。よっ

て、EI:DI ＝2:1　 が示された。●

（証明２）三角形 ＥＨＦ において、線分EF は円 Ｄ の直径であるから、（円周角と中心

角の関係式より）∠ＥＨＦ は直角である。また、線分 ＨＦ は円Ｆ の半径と等しい長さをも

つから、ＨＦ＝ＦＤ＝ａ であり、線分 ＥＦ は円 Ｄ の直径であるから、ＥＦ＝2a である。した

がって、ＥＦ:ＨＦ＝2:1 が成り立つ。次に、三角形ＥＨＦ と三角形 ＥＤＩ に対して

∠ＥＨＦ　＝∠ＥＤＩ＝ ∠Ｒ （∠Ｒ は角の大きさが直角であることを表す）

∠ＦＥＨ ＝ ∠ｍＤ　 （共通）

が成り立つから、三角形 ＥＨＦ と三角形 ＥＤＩ は相似である。よって、

EI:DI　 ＝　EF:HF　 ＝　2:1

が成り立つ。したがって、EI:DI　 ＝　2:1 が示された。■

（注２）角 Ｄ（ ∠ＥＤＩ）が直角である直角三角形 ＥＤＩにおいて、次の連比

EI:DI: ＥＤ ＝ ２：１：
万

（すなわち、EI:DI ＝2:1 かつDI: ＥＤ ＝1:
万
）

が成り立つことは問題２の結果とピタゴラスの定理によって示すことができる。

【 問題３ １三角形 ＦＤＩ と三角形 ＦＮＩＫ は相似である。

（証明）一点 Ｆ で交わる二つの直線ＦＣ と直線FI｛ が、直線 ＡＤ と異なる二点 Ｄ とＩ

で交わり、直線I｛Ｌ と異なる二点 Ｋ と Ｍ で交わる。さらに、二つの直線 ＡＤ と ＫＬ は

平行であるから、（平行線と線分の比の性質より）三角形 ＦＤＩ と三角形ＦＭＫ は相似であ

る。よって、三角形ＦＤＩ と三角形 ５ 伍 は相似であることがわかる。Ｉ

（＊２）点 Ｍ は二点 Ｃ とＥ の間にある。
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（証明）四点 Ｆ、Ｄ、Ｅ、Ｃ がこの順序に一直線上にある。そして。円 Ｄ の半径の長さ

は ａ であるから、ＦＤ　＝　ａ 、ＦＥ　＝　2a 、ＦＣ　＝　3a （すなわち、ＦＤ　＝　ａ 、ＤＥ　＝

ａ 、ＥＣ　＝ ａ ）がなりたっているさらに。点 Ｍ は直線 ＣＤ において点 Ｄ に関して点 Ｆ

の反対側にあることを注意しておく。問題３より、三角形 ＦＤr と三角形 ＦＭＫ は相似であ

るから ＦＤ：ＤＩ　＝　ＦＭ：ＭＸ が成り立つ。すなわち。

ＦＤｘＭＫ ＝　Dl ｘＦＭ　　　 （＃）

が成 り立つ。

ところで、点 Ｋ は直角である ∠ＥＤＧ の二等分線上にあり、∠ＫＭＤ は直線 ＫＭ の定め

方より直角であるから、三角形ＤＮＩＫ は ＤＭ ＝Ｍ.Ｋ となる直角二等辺三角形であることが

わかる。よって。

ＭＫ　 ＝　ＤＭ　　　　　　　　 （＃＃）

が成り立つ。さらに、直角三角形 ＥＤ口 こおいて、疋理 ２より、ＥＩ：ＤＩ　＝　２：１ 、すなわ

ち、 ＥＩ　＝　２ｘＤＩ が成り立っている。そして、この式と ＤＥ ＝ａ と三平方の定理より得

られる式E12 ＝　ＤＥ２＋D12 よ り。

3ｘDJ2 ＝　a2　　　　　　 （＃茸＃）

が成 り立つことがわかる。

式（＃）と（＃＃）より ＦＤｘＤＭ ＝ ＤＩｘＦＭ が得られ、ＦＤ ＝ ａ 、

八1 ＝ ＦＤ ＋ＤＭ を代入すると ａｘＤＭ ＝ ＤＩｘ（ａ＋ＤＭ ） が得られる。この両辺を２

乗し、さらにその両辺を３倍し、式（＃＃＃）を代入すると

３ｘａ２ｘＤＭ２＝　ａ２×（ａ＋ＤＭ ）≒ すなわち

２ｘＤＭ２ －２ａｘＤＭ －ａ２＝　Ｏ　　 （＃＃＃＃）

が成り立つことがわかる。

ここでf （ｘ）＝2 ｘｘ2 －2a ｘｘ－a2 とおくと、f（ａ）＝ －a2 ＜0 、f伐ａ） ＝ ３ｘａ２ ＞ ０

であるから、２ｘＤＭ２ － ２ａｘＤＭ －ａ２＝　Ｏ を成り立たせる ＤＭ は ａ く ＤＭ く2a を

満たすことがわかる。すなわち、点 Ｍ は二点 Ｅ と Ｃ の間にあるこ とが示された。 ●

（注３）上の証明の最後の部分で 高等学校r 数学 ＩＨ Ｊ で 学習する連続関数に関する中間値

の定理（131.p.40 参 照）を用いた。しかしながら、二次方穣式の解の公式を用いて線分 ＤＭ

の長さを求め、その饒が ａ と2a の間にあることをF 差 をとる」ことによって確かめるなら

ば、それは中学佼第３学年FA 数と式、二次方程式』の学習内容となる（［2D 。

（＊３）直線FI と線分ＥＧ は交わる。

（証明）四点 Ｅ、Ｄ、Ｆ、Ｇ の定め方より、点 Ｄ は線分 ＥＦ の中点であり、∠ＥＤＧ と
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∠ＦＤＧ は共に直角である。そして、点Ｉは、線分 ＤＧ 上にあるから ∠ＥＦＧ の内部にあ

る。よって、半直線FI は線分ＥＧ と交わる。■

【 問題４１三角形ILI｛ が正三角形であることを示せ。

（証明１）三角形 ＥＤＩ と三角形 ＦＤＩ は合同であるから、∠Ｅｎ）＝ ∠ＦＨ）が成り立つ。

また、二つの直線 ｕ）とIH は 円 Ｆ の接線であるから、三角形 Ｆ江）と三角形 ＦＩＨ は合

同である。よって、∠ＦＨ） ＝ ∠ＦrＨ が成り立つ。 したがって、

∠Ｅｎ） ＝ ∠ＦＩＤ ＝ ∠ＦＩＨ

が成り立つことがわかる。上の式より

∠ＥＩＤ ＝ ∠ＫＩＬ ＝ ∠ＫＩＧ

が成り立つことがわかる。平行な二直線 ＡＤ と11L に直線IK と直線IL が交 わってい る

から、

∠IQI ＝ ∠Ｅ!Ｄ、∠ＬrＫ ＝ ∠ＦＩＨ、∠ＨぐＬ ＝ ∠ＫＩＧ

が成り立っている。よって、

∠ＫＬＴ ＝ ∠ＬＩＫ ＝ ∠11江、

が成り立つ。したがって、三角形1LI（ ぼiF 三角形である。 朧

（証明２）先ず、ＥＭ　 ＝　ｂ とおくことにする。 三角形 ＦＤＩ において ＦＤ　＝

から（注２）より

FI ＝ （2/
万
）ａ 、DI ＝ （1/

万
）ａ

が成り立っている。よって、三角形 ＦＤＩ と三角形 ＥＤＩ は合同であるから

ＥＤ　こ　ａ 、　ＥＩ ＝（２／
万
）ａ 、DI ＝ （1/

万
）ａ

が成り立つ。また、三角形 ＥＤＩ と三角形 ＥＭＬ は相似であるから

ＥＤ:DI　 ＝　ＥＭ: ＭＬ 、　ＥＤ:EI　 ＝　ＥＭ: ＥＬ

が成り立ち、これらより

Ｍ‾「｡＝ （1/
石
）b. ＥＬ＝ （2/

万
）b

が成り立つことがわかる。また、三角形 ＦＤＩ と三角形 ＦＭＫ は相似であるから

ＦＤ:DI　 ＝　ＦＭ: Ｎ!Ｋ 、　FD: Ｒ　 ＝　ＦＭ: ＦＫ

が成り立ち、ＦＭ　＝　ＦＥ＋ＥＭ　＝　２ａ＋ｂ に注意すると、これらより

ＭＫ ＝（2/
召
）ａ十（1/

万
）b、
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ＦＫ ＝（4/
召
）ａ＋（2/ 壽 ）b

が成り立つことがわかる。

以上より、

IL ＝IE ＋ＥＬ ＝EI ＋ＥＬ＝（2/
万
）ａ＋（2/
万
）b ＝（2/

石
）（ａ＋b）

ＬＫ ＝ ＬＭ＋ＮＩＫ ＝MTj ＋NIK ＝（1/
石
）b＋｛（2/

万
）ａ＋（1/ 召 ）b｝

＝（2/
石
）ａ＋（2/

万
）b ＝（2/

万
）（ａ＋b）

KI ＝ ＫＦ－FI ＝ ＦＫ－FI ＝｛（4/
石
）ａ＋（2/
万
）b｝・（2/

石
）ａ

＝（2/
石
）ａ＋（2/

石
）b ＝（2/

万
）（ａ＋ｂ）

が得られる。よって、KI　＝　IL ＝　LI｛ が成り立つ。したがって、三角形ＩＬＫ は正三角

形である。■

（注４）証明１は等角三角形であることを示す証明で、証明２は等辺三角形であることを示

す証明である。

【 問題５１三角形ＥＫＧ が二響辺三角形であることを示せ。

点 Ｋ は、直線EG 外の点であり、線分ＥＧ の垂直二等分線上の点であるから、三角形

ＥＫＧ は ＫＥ　＝　ＫＧ である二等辺三角形であることは容易に示される。

５．図１から想起される問題

図１の作図の手順を完丿戊させたところで、和算では図形の面積を求める場合が多いことを

考慮し、この図から想起された二つの問題を紹介する。それは

［ 間遠Ａ ］正三角形のうち緑色の二等辺三角形で隠されていない部分（図１で朱色になって

いる部分）の面積を求めよ。すなわち､ 三角形 眠Ｐ の繭積と三角形ＥＬＩ｛ の面積の和を ａを

用いて表せ。

【 間遠Ｂ 】緑色の二等辺三角形の面積を求めよ。すなわち､二等辺三角形 ＥＫＧ の面積をａ

を用いて表せ。
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である。以下の段階を踏みながら問題 Ａ と問題 Ｂ の解法を示す。

【 閥題６１線分 ＱＰ の長さを ａを用いて表せ。

(解) 点 Ｑ は二点Ｅ、Ｄ の間にあるから、線分DQ の長さを ｘ とおくと、FQ　＝　ＦＤ

＋DQ ＝ａ＋ｘである。式( ＊＊＊) よりDI ＝(1/
万)
ａである。直角三角形 ＦＱＰ は直

角三角形 ＦＤＩ と相似であるから、ＦＤ:DI ＝FQ:QP が成り立つ。よって。

QP ＝( ａ＋ｘ)/
万

が得られる。三角形 ＰＱＥ は、直角二等辺三角形 ＧＤＥ と相似であるから、∠ＰＱＥ が直角

でQP ＝QE となっている直角二等辺三角形である。よって、QE　 ＝　ＤＥ－DQ　 ご　ａ－χ

であるからQP　 こ　ａ－ｘ　が成り立つ。以上より( ａ十ｘ)/
壽
二　ａ－ｘ が得られるから

ｘ ＝{(
万
一1)/(
万
＋1)}ａ

となる。よって

ＱＰ ＝{2/(
万
＋1)}ａ

である。■

【 閥題７１線分ＥＭ の長さをａ を用いて表せ。

(解) 前出の式( な＃＃＃) よりＤＭ ＝{(
万
＋1) ／２}ａが得られるから、

ＥＭ ＝ ＤＭ －ＤＥ ＝{(
万
＋1) ／２}ａ－ａ ＝{(

万
一1)/2} ａ

が得られる、●

【 問題８ 】三角形 ＥＰＩの面積を ａを用いて表せ。

(解) 三角形 ＥＰＩ の面積は四辺形DEPI の面積から直角三角形 ＤＥＩ の而積を減じるこ

とによって得られる。四辺形 ＤＥＰＩ の面積は台形DQPI の面積と直角二等辺三角形 ＱＥＰ

の面積の和に等しい。台形 ＤＱＰＩの面印は( 台形の面積公式より)
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(DI ＋QP)ｘDQ ÷2

＝l(1/
万)
ａ祠2/(
万
＋1)}ａ】×{(

万
一1)/(、yi キ1)}ａ÷2

＝{(3 万 ＋1)/(Vi ＋3)}ａｘ{(
万
一1)/(
万
一･1)}ａ÷2

＝{( －2壽 ＋8)/(4
万
＋6)}a2 ÷2

＝{( 一
万
＋4)/(4
万
＋6)}a2

である。すなわち√台形DQPI の面積は{( 一
万
＋4)／(４
万
÷6)h2 である。次に

直角二等辺三角形 ＱＥＰ の面積は

QP2 ÷2 ＝[{2/( 万 十I)}ａ]2÷2 ＝{1/(･､/i ＋2)}a2

である。よって、四辺形DEPI の面積は

{( －、yi÷4)/(4
万
＋6)la2＋{1/(･､/ﾓi -12)la2

＝{(6 、/i＋11)/(14
万
÷24)}a2

である。また、吐角三角形ＤＥＩの面秋は{1/(2
万)}a2

である。したがって、三角形

ＥＰＩの面積は

{( ６
万
÷11)/(14

万
＋24)}a2 －{1/(2

万)}
ａz

＝{(2
万
＋3)/(12

万
＋21)}ａ2

一

一

一

一

【{(３や2、/i)(21－12 万)}/{(21 ＋12･､/i)(21－12 万)} 】a2

{(2
万
一3)/3}ａ2

である。閥

ｌ 問題９ １三角形 ＬＫＥ の面積を ａ を用いて表せ。

（解）三角形 ＵＣＥ の面積は バ削題８の証明を参考にして、
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LI{ ＸＥＭ ÷2

＝ ｛（1/
万
）ＸＤＭ ｝ＸＥＭ÷２

＝【(1/ 召) ×{1/(
石
一1)}ａ]×{(

石
一1)/2} ａ ÷2

＝(1/4
万)a2

＝( 、/とi /12)a2

である。扁

【 問題１０ １ 三角形 ＥＰＩ 而積と三角形LI くＥ の而積の和を ａを用いて表せ。

三角形 ＥＰＩ 面積と三角形 ＬＩＳ の面積の和は

{(２万 一3)/3}a2 ＋(壽/12)a2 ＝{(3
万
一4)/4)a2

であることは容易にわかる。

日田題１１] 二等辺三角形 ＥＫＧ の而積を ａを用いて表せ。

(解) 辺 ＥＧ をきi刀としたときの二等辺三角形 ＥＫＧ の商さは線分I 心Jの長さである。

よって、KJ ＝ＫＤ－ＪＤ であるから、直角二等辺Ξβ|形 ＤＮrＫ と直角二等辺三角形 ＥＪＤ の

辺の長さの関係に注目して、

KJ ＝{ 、/ﾓi/(万 一1)} ａ －( 、
厄/2)
ａ

＝( 、/ﾓi万 ／２)ａ

である。よって、底辺 ＥＧ の畏さは
石
ａであるから、二等辺三角形 ＥＫＧ の面積は

石 ａｘ( 万 万 ／２)ａ÷ ２ ＝(･､／ﾓi /2)a2

である。■
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６。おわりに

紹介した問題およびその証明･解の一部は中学校第３学年の授業で取り上げることができ、

高等学校第１学年の教材として十分に利用できるものと考えている。特に、基本的な図形の

面禎の計算、文字式の計算、ピタゴラスの定理( 三平方の定理)、平方根を含む式の計算、そ

して方程式の解の見つけ方、などに関わる内容の教材である(【２１、[３])。中学佼・高等学

校の教員の方々が、和算の紹介・脱明と共に上記の問題を授業のなかで取り上げ、指導案の

作成を試みることを願っている。
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